
 

四半期報告書 

（第42期第３四半期） 

自 平成29年10月１日 

至 平成29年12月31日 

 

株式会社  図研 

横浜市都筑区荏田東二丁目25番１号 

2018/02/14 12:07:33／17341632_株式会社図研_第３四半期報告書



目       次 

  頁

表 紙  

   

第一部 企業情報  

第１ 企業の概況  

１ 主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… 1

２ 事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… 1

第２ 事業の状況  

１ 事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 2

２ 経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… 2

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ………………………………………………… 2

第３ 提出会社の状況  

１ 株式等の状況  

(1) 株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………… 4

(2) 新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………… 4

(3) 行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 ………………………………………………… 4

(4) ライツプランの内容 …………………………………………………………………………………………… 4

(5) 発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………… 4

(6) 大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………… 4

(7) 議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………… 5

２ 役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 5

第４ 経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… 6

１ 四半期連結財務諸表  

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………… 7

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………… 9

四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………………………………… 9

四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………………………………………… 10

２ その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 13

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 14

   

［四半期レビュー報告書］  

 

2018/02/14 12:07:33／17341632_株式会社図研_第３四半期報告書



【表紙】

 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成30年２月13日 

【四半期会計期間】 第42期第３四半期（自 平成29年10月１日 至 平成29年12月31日） 

【会社名】 株式会社図研 

【英訳名】 ZUKEN INC. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  金子 真人 

【本店の所在の場所】 神奈川県横浜市都筑区荏田東二丁目25番１号 

【電話番号】 ０４５（９４２）１５１１（代表） 

【事務連絡者氏名】 財務部長  吉田 勧 

【最寄りの連絡場所】 神奈川県横浜市都筑区荏田東二丁目25番１号 

【電話番号】 ０４５（９４２）１５１１（代表） 

【事務連絡者氏名】 財務部長  吉田 勧 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

 

2018/02/14 12:07:33／17341632_株式会社図研_第３四半期報告書



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第41期 

第３四半期連結 
累計期間 

第42期 
第３四半期連結 

累計期間 
第41期 

会計期間 
自平成28年４月１日 
至平成28年12月31日 

自平成29年４月１日 
至平成29年12月31日 

自平成28年４月１日 
至平成29年３月31日 

売上高 （百万円） 14,985 16,178 22,199 

経常利益 （百万円） 380 868 1,571 

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益 
（百万円） 235 479 1,206 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 110 1,203 524 

純資産額 （百万円） 28,122 29,238 28,535 

総資産額 （百万円） 38,576 41,499 40,530 

１株当たり四半期（当期）純利

益金額 
（円） 10.14 20.63 51.87 

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 72.0 69.5 69.3 

 

回次
第41期

第３四半期連結
会計期間

第42期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.30 6.14 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の経済環境につきましては、欧米やわが国において緩やかな景気回復が続いている

ものの、中国などアジア新興国の景気減速や米国政策への懸念などから、先行きの不透明な状況で推移いたしま

した。当社グループの主要なお客さまであるエレクトロニクス製造業、自動車関連・産業機器製造業におきまし

ては、一部で設備投資の抑制傾向が続いているものの、全体としては改善の動きが鮮明となってまいりました。

このような中にあって、当第３四半期連結累計期間の売上高は、161億７千８百万円（前年同期比 8.0％増）

と前年同期を大きく上回りました。これは、ワイヤハーネスの設計システム「E3.series」を中心に回路設計・

ＩＣソリューションの売上が順調に推移したことや、国内において技術者派遣サービスやネットワーク関連製品

の販売が好調であったことなどによるものです。

利益面につきましては、売上高が大きく伸びたことにより、経常利益８億６千８百万円（前年同期比 128.1％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益４億７千９百万円（前年同期比 103.4％増）と大幅な増益となりまし

た。 

 

報告セグメントの業績は、次のとおりであります。

・日本 

回路設計・ＩＣソリューションを中心に、各ソリューションの売上が順調に推移したことや、販売ライセン

ス数等の増加によりクライアントサービス売上が伸長したことなどから、売上高は115億４千５百万円（前年

同期比 7.7％増）となりました。営業利益につきましては、売上高の増加や研究開発費の減少などから、４億

７千万円（前年同期比 15.9倍）と大幅に伸長しました。 

・欧州

基板設計ソリューション及び回路設計・ＩＣソリューションの売上が順調に推移したことなどから、売上高

は38億８千９百万円（前年同期比 14.4％増）となりました。営業利益につきましては、売上高の増加などに

より、４千万円（前年同期比 197.8％増）となりました。 

・米国

回路設計・ＩＣソリューション及びクライアントサービスの売上が堅調に推移したことなどから、売上高は

11億７千９百万円（前年同期比 10.7％増）となりました。営業利益につきましては、１千３百万円（前年同

期比 28.1％増）となりました。 

・アジア

シンガポールで基板設計ソリューションの売上が減少したことなどから、売上高は９億４千万円（前年同期

比 6.7％減）となり、営業利益につきましては、売上高の減少などから２億５千７百万円（前年同期比 

13.3％減）となりました。 
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(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は25億９千１百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当第３四半期連結累計期間末における当社グループの資金（現金及び現金同等物）残高は、前連結会計年度末

より15億１千７百万円増加して155億６千４百万円となり、当社グループの流動性は十分な水準にあると考えら

れます。 

将来の事業活動に必要な運転資金及び設備投資資金につきましては、営業活動により得られた資金及び内部資

金より調達しております。また、資金の運用につきましては、信用リスク、金利等を考慮し、安全性を第一と考

え、元本割れの可能性が極めて低いと思われる金融商品で行っております。 

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因について

当社グループは、設計・製造の効率化という課題の解決に向けたソリューションビジネスを展開しておりま

す。エレクトロニクス、自動車関連及び産業機器製造業を主要な市場とするほか、ソリューションを拡充し、設

計・製造プロセス全体の最適化を提供していくこと等により、新たな市場、技術領域への取り組みを積極的に展

開し、事業基盤のさらなる拡大を図っております。そのため、各種ソリューションの開発・強化の進捗やその品

質・信用性の向上、エレクトロニクス、自動車関連及び産業機器を中心に製造業における設備投資の動向、さら

には有力企業や関連会社との良好な協業・連携の維持といった要因が経営成績に重要な影響を与えるものと思わ

れます。

 

(7) 今後の見通し

今後の経済環境につきましては、欧米やわが国において緩やかな景気回復が続いていくものの、不安定要素を

かかえる世界情勢の中で、先行きの不透明な状況で推移するものと思われます。

このような中にあって、当社グループは、お客さまの抱える困難な課題に真正面から取り組み、お客さまのモ

ノづくりに貢献する革新的なソリューションを提供し、さらなる企業価値の向上に努めてまいります。

 

- 3 -

2018/02/14 12:07:33／17341632_株式会社図研_第３四半期報告書



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 86,525,700

計 86,525,700

 

 
②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,267,169 同左
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 23,267,169 同左 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 23,267,169 － 10,117,065 － 8,657,753

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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(7)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 

普通株式 16,900
 

－ －

完全議決権株式（その他）
 

普通株式 23,229,000
 

232,290 －

単元未満株式
 

普通株式 21,269
 

－ －

発行済株式総数 23,267,169 － －

総株主の議決権 － 232,290 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株（議決権の数９個）含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社 図研
横浜市都筑区荏田東

二丁目25番１号
16,900 － 16,900 0.07

計 － 16,900 － 16,900 0.07

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,253,644 15,999,219 

受取手形及び売掛金 5,195,460 3,959,769 

有価証券 6,700,000 6,700,000 

商品及び製品 285,834 311,947 

仕掛品 54,826 267,199 

原材料及び貯蔵品 2,809 2,706 

その他 2,531,561 2,593,990 

貸倒引当金 △23,323 △25,798 

流動資産合計 29,000,814 29,809,034 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,954,451 2,870,916 

土地 3,009,821 3,015,103 

その他（純額） 415,239 457,647 

有形固定資産合計 6,379,512 6,343,667 

無形固定資産    

のれん 790,754 717,485 

その他 739,373 699,493 

無形固定資産合計 1,530,127 1,416,978 

投資その他の資産 ※ 3,620,238 ※ 3,929,733 

固定資産合計 11,529,879 11,690,380 

資産合計 40,530,693 41,499,414 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 823,903 542,074 

未払法人税等 250,629 138,510 

前受金 4,759,402 5,246,120 

賞与引当金 793,761 466,551 

役員賞与引当金 38,400 － 

事業整理損失引当金 1,518 1,611 

その他の引当金 9,047 9,052 

その他 1,559,521 1,870,580 

流動負債合計 8,236,184 8,274,503 

固定負債    

退職給付に係る負債 3,506,552 3,691,063 

その他 252,125 295,670 

固定負債合計 3,758,678 3,986,733 

負債合計 11,994,863 12,261,236 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,117,065 10,117,065 

資本剰余金 8,657,736 8,659,021 

利益剰余金 9,629,044 9,643,598 

自己株式 △15,169 △15,700 

株主資本合計 28,388,676 28,403,984 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 851,340 1,055,546 

為替換算調整勘定 △32,391 223,497 

退職給付に係る調整累計額 △1,101,576 △830,112 

その他の包括利益累計額合計 △282,628 448,932 

非支配株主持分 429,781 385,261 

純資産合計 28,535,829 29,238,178 

負債純資産合計 40,530,693 41,499,414 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 14,985,880 16,178,494 

売上原価 4,066,656 4,407,957 

売上総利益 10,919,223 11,770,536 

販売費及び一般管理費 10,526,053 10,997,146 

営業利益 393,170 773,390 

営業外収益    

受取利息 6,033 3,902 

受取配当金 24,031 31,628 

受取賃貸料 30,700 35,312 

その他 39,442 34,129 

営業外収益合計 100,208 104,973 

営業外費用    

為替差損 106,982 4,462 

持分法による投資損失 4,265 3,870 

その他 1,163 1,186 

営業外費用合計 112,411 9,520 

経常利益 380,966 868,843 

特別利益    

固定資産売却益 5,616 2,295 

負ののれん発生益 － 35,996 

投資有価証券売却益 851 － 

特別利益合計 6,468 38,291 

特別損失    

固定資産処分損 1,468 6,806 

退職給付費用 － ※ 90,208 

訴訟関連損失 89,154 － 

事業整理損 57,416 － 

特別損失合計 148,039 97,015 

税金等調整前四半期純利益 239,396 810,119 

法人税、住民税及び事業税 151,809 257,520 

法人税等調整額 △28,175 81,079 

法人税等合計 123,634 338,599 

四半期純利益 115,761 471,519 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △120,021 △8,040 

親会社株主に帰属する四半期純利益 235,783 479,560 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 115,761 471,519 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 131,089 204,206 

為替換算調整勘定 △59,069 264,224 

退職給付に係る調整額 △76,252 271,464 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,041 △8,334 

その他の包括利益合計 △5,274 731,560 

四半期包括利益 110,487 1,203,080 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 230,509 1,211,120 

非支配株主に係る四半期包括利益 △120,021 △8,040 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度 

（平成29年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成29年12月31日） 

投資その他の資産 15,032千円 14,992千円 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 退職給付費用

海外連結子会社が採用している確定給付企業年金制度の一部終了に伴う一括拠出額と引当金残高の差額等を退職

給付費用として特別損失に計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 484,337千円 507,486千円

のれんの償却額 114,632千円 118,203千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日 

定時株主総会
普通株式 232,508 10 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

平成28年11月７日 

取締役会
普通株式 232,508 10 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 232,504 10 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

平成29年11月６日

取締役会
普通株式 232,501 10 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  日本 欧州 米国 アジア 計 

売上高              

外部顧客への売上高 10,191,356 2,832,287 1,014,909 947,326 14,985,880 － 14,985,880 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
528,943 567,425 51,151 59,830 1,207,350 △1,207,350 － 

計 10,720,300 3,399,712 1,066,060 1,007,156 16,193,230 △1,207,350 14,985,880 

セグメント利益 29,625 13,599 10,587 297,531 351,344 41,825 393,170 

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去41,825千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  日本 欧州 米国 アジア 計 

売上高              

外部顧客への売上高 10,900,017 3,247,162 1,140,164 891,150 16,178,494 － 16,178,494 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
645,965 642,288 39,633 48,896 1,376,783 △1,376,783 － 

計 11,545,982 3,889,450 1,179,798 940,046 17,555,278 △1,376,783 16,178,494 

セグメント利益 470,878 40,501 13,565 257,824 782,770 △9,380 773,390 

（注）１．セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△9,380千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10円14銭 20円63銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円） 
235,783 479,560

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
235,783 479,560

普通株式の期中平均株式数（株） 23,250,826 23,250,254

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………232,501千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月４日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月13日

株式会社 図研 

取締役会 御中 

 

有限責任 あずさ監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 野島  透  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 川口 靖仁  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社図研の

平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成29年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社図研及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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